
高等学校教職経験者５年  「曖昧事例の授業実践」について 

岩手県立釜石商工高等学校  小野寺 誠 

 

Ⅰ．はじめに 

 今回の曖昧事例の題材についてだが、「防じんマスクの取り扱い」という題材を設定した。 

 設定理由は前任校で労働基準監督署の方と話す機会があり、その中で、屋外でのアーク溶接作業にお

いて防じんマスクを使用していない現場が非常に多く、それについての指導を多く行っているというも

のであった。そして、工業高校における溶接実習の指導についても問われた。その時点で私は、防じん

マスク着用が必須である場面というのが曖昧であった。更に、事業者の立場から考えさせることにより、

倫理観という観点についても思考する機会になるのではないかと考え、本題材に決定した。 

 

Ⅱ．線引き箇所とその理由 

○粉じん障害防止規則およびじん肺法施行規則  第６章 保護具より（別紙参照） 

（最終改正：平成二四年二月七日厚生労働省令第一九号） 

←着用させる    着用させない→ 

Ａ Ｂ Ｄ Ｇ  Ｃ Ｅ Ｆ Ｈ 

  

 ○予想① Ａ Ｄ Ｇ  Ｆ Ｇ Ｂ Ｅ Ｈ 

      ・屋内以外は付けなくても良いのでは・・・ 

 

 ○予想② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ  Ｈ 

      ・手仕上げ作業以外は着用すべき。 

      

Ⅲ．結果 

１）設問 あなた製造業の事業者です。以下のＡ～Ｈまでの場面の中で防じんマスクを着用させるかど

うかをグループで話し合い下記の表に記入しなさい。更に「着用させる」「着用させない」

の境界線に線を引きなさい。 

       

←着用させる    着用させない→ 

グループ① Ａ Ｃ Ｄ Ｆ Ｇ  Ｂ Ｅ Ｈ 

     ・屋外での作業は通気性が良いので防じんマスクの必要はないと思う。 

 

グループ② Ｇ Ａ Ｄ Ｃ Ｆ  Ｂ Ｅ Ｈ 

     ・外は有毒なものが拡散するから大丈夫だと思う。 

 

グループ③ Ａ Ｄ Ｇ Ｅ  Ｆ Ｂ Ｃ Ｈ 

     ・溶接作業をしている場所での作業というところで迷ったが、自分が作業をし 

ていなければ大丈夫だと思う。 

 

グループ④ Ａ Ｄ Ｅ Ｇ Ｆ Ｃ  Ｂ Ｈ 



     ・基本的にはどの場面も着用させるべきだと思うが、屋外でのアーク溶接は今までの人が言

ったように大丈夫だと思った。 

 

グループ⑤ Ａ Ｄ Ｇ  Ｂ Ｃ Ｅ Ｆ Ｈ 

     ・屋内は密閉されていて危険だが、それ以外は着けさせなくても良いと思う。 

 

 

２）設問 あなたが事業者になって気をつけることは 

 ・作業者がケガなどしたら仕事にならないので、作業者には安全作業をさせる。粉じん障害防止規則

を考えた上での安全作業の基準を考える。 

 ・粉じん障害防止法規則にしたがって、作業者の安全を一番に気をつけることが重要だと思った。法

律とはいえ人の命が大事だと思う。 

 ・危険に対する防止法、溶接を行う際の危険性など分かっていると思っていても分からない場合もあ

るので事業者になったら気をつけたい。 

 ・作業者がケガをしたらすぐに対応できるように前もって準備しておく必要がある。費用はかかるが、

人数を多く集めて長い間作業させないようにする。 

 ・作業員の安全を一番に考え、作業をする前に確認を入念に行って事故のないようにする。 

 ・作業者の健康を考えて、マスクを付けさせたり、休ませたりする。 

 ・最低限のことは守る。 

 ・お金より安全第一。 

 

３）感想 

 ・今回の授業で粉じん障害防止規則というのがあるのが分かったので、もし自分が事業者になったと

きは、この法に気をつけていきたい。 

 ・溶接の時に気をつけなければならないこと、必要なことが改めて分かったので良かったです。また、

事業者の立場になって作業者に注意しなければならないこと等が分かったので良かったです。 

 ・粉じん障害防止規則とは、いいところもあるが、分かってしまうとマスクを付けなくてもいいと思

ってしまうので、危険なのはできるだけマスクを付けた方がいいと思いました。 

 ・けっこう楽しかったです。 

 ・ためになりました。 

 ・法律は法律ですが、作業者の安全を第一に考えるべきだと思います。 

・アーク溶接やガス溶断などでは、場所や同じ空間で色んな作業していた場合でも危険がたくさんあ

ると思った。 

 ・自分が作業する立場ではなく、させる立場で考えたことがなかったので良い機会でした。 

 

Ⅴ．まとめ 

 今回の授業実践の計画段階では、屋外での作業と手仕上げ作業以外は着用させるべきに分類されると 

予想していた。結果は、概ねそのような回答であったが、基本的はどの場面でも着用させるべきや自分 

が作業していなければ大丈夫という回答があり驚いた。しかし、どのグループもしっかりと討論をして 

おり、どのグループも争点は事業者の立場として考えなければならいというところにあった。生徒の設 



問に対する回答からも今までと違った観点から物事を考える機会になったのではないかと思う。その中 

でも、作業者のことを考えマスクを着用させるだけではなく、前持った準備の必要性や人員数、休みに 

ついてまで考えている生徒がおり、本来意図しないところまでの飛躍が見られた。また、感想からは、 

粉じん障害防止規則というものを初めて知ったと記入していた生徒が多かったが、今まで気づかなかっ 

たことが分かったや、当規則を頭に入れながらも作業者の安全を第一に考えるべきだという感想もあり、 

多少ではあるが倫理観についても考えさせることができたのではないかと考えるが、醸成というところ 

まではいかなかったように感じる。また、安全管理という観点からは、成果が得られたように思う。 

 今まで、機械工作の授業において数人で討論をし、発表させるという授業展開はなかなかできていな 

かったが、生徒の反応をみると非常に有意義な時間であったように思う。今後は、生徒の安全意識の確 

立の為にも実習等で再び実践してみたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別 紙 

粉じん障害防止規則 

（昭和五十四年四月二十五日労働省令第十八号） 

最終改正：平成二四年二月七日厚生労働省令第一九号 

 

 

 労働安全衛生法（昭和四十七年法律第五十七号）及び労働安全衛生法施行令（昭和四十

七年政令第三百十八号）の規定に基づき、並びに同法を実施するため、粉じん障害防止規

則を次のように定める。 

 

第六章 保護具  

（呼吸用保護具の使用）  

第二十七条  事業者は、別表第三に掲げる作業（次項に規定する作業を除く。）に労働者を従事さ

せる場合（第七条第一項各号又は第二項各号に該当する場合を除く。）にあつては、当該作業に

従事する労働者に有効な呼吸用保護具（別表第三第五号に掲げる作業に労働者を従事させる

場合にあつては、送気マスク又は空気呼吸器に限る。）を使用させなければならない。ただし、粉

じんの発生源を密閉する設備、局所排気装置又はプッシュプル型換気装置の設置、粉じんの発

生源を湿潤な状態に保つための設備の設置等の措置であつて、当該作業に係る粉じんの発散

を防止するために有効なものを講じたときは、この限りでない。  

２  事業者は、別表第三第一号の二、第二号の二又は第三号の二に掲げる作業に労働者を従事

させる場合（第七条第一項各号又は第二項各号に該当する場合を除く。）にあつては、当該作業

に従事する労働者に電動ファン付き呼吸用保護具を使用させなければならない。  

３  労働者は、第七条、第八条、第九条第一項、第二十四条第二項ただし書及び前二項の規定に

より呼吸用保護具の使用を命じられたときは、当該呼吸用保護具を使用しなければならない。  

 

別表第一 （第二条、第三条関係）  

二十 屋内、坑内又はタンク、船舶、管、車両等の内部において、金属を溶断し、又はアークを用

いてガウジングする作業 

二十の二 金属をアーク溶接する作業 


